
 

 

令和７年度 感染症講演会  

 

実施日時 令和８年１月２６日（月曜日）  14：00 ～ 15：３0 

会場 WEB形式（西多摩保健所 A 会議室） 

テーマ 

背景 

「知っていれば怖くない～疥癬の基本と対応のポイント～」 

近年、東京都全体で高齢者施設を中心に疥癬の集団感染が増えている。管内には高齢者施設、障

害者施設、病院等多くあり、2024 年以降、各施設からの報告数が多くなっている。疥癬の感染拡大

を防止していくためには、現場での早期発見と対応が重要である。 

参加者 管内高齢者施設、障害者施設、医療機関、在宅関係者等 約６０名 

 

 

内容 

講師 

１ 内容  

（１） 感染症に関する情報提供 西多摩保健所感染症対策担当 

（２） 講義 

「疥癬の基本的な知識と対応」  公立阿伎留医療センター 皮膚科医長 新田桐子医師 

     「環境面からみた疥癬の対応」   西多摩保健所環境衛生担当 

（３） 事例報告 

「疥癬集団発生時の対応と連携、今後の課題」 特別養護老人ホーム 神明園職員  

アンケート

結果 

 

まとめ 

今回はWEB形式で講演会を開催、当日のキャンセルや講義中の途中退出はなく、約 6０名が受

講。事前の連絡や日々の感染症発生時の調査では、「疥癬をうつされた」、「医療機関へ受診してい

たのに診断してもらえなかった」等の思いが切実であった。 

講演では、新田医師からは、疥癬の診断の難しさや、日々接している職員の気づきが大事であるこ

と、また、施設職員からは、診断が遅れたことによる感染拡大、終息までに苦労した体験談等リアルな

話があった。 

質疑応答では、講師と受講者との間で、今後の対応について、時間いっぱいまで活発なやり取りが

行われた。 

受講後のアンケートでは、「診断が難しいことがよく分かった」、「現場の職員が疑わしいと思ったら感

染対策をしっかり行うことが大事」、「現場で今後実践する上でとても参考になった」、「研修内容を職

員間で共有し、いざという時に対応できるようにしたい」等、今後の対応につながる意見が多くあった。 

各施設の職員一人一人が疥癬を疑う症状に早期に気づき、治療につなげること、施設での早めの

感染対策を行うことにより、流行している疥癬を減らしていくことにつながると考える。 

保健所では今後も現場に役立つ講演会を企画・実施し、地域の感染対策の向上を目指していく。 
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※西多摩感染症週報 令和７年７月１７日に疥癬対策を掲載（一部抜粋）。 

 

                                        


